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第五章 結 論

結核免疫 ノ本態 テ 研究 スルニへ 「ツベ ル クリ

ン」反慮 ノ由 ツテ 來 ル トコロ ノ「アレルギー」ト

免疫 性 トノ關係 テ明 カニ スル コ トガ 必要・デア

ル。自ロチ此 ノ結 核 ノ「ア レルギー」性反磨、換言

入レバ生菌 二封 シテハ=L,ホ 氏 現象 トシテ現 ハ

レ、死菌乃至 ノ・菌膿成分 二封 シテハ「ツ・ごル ク リ

ン」反慮 トシテ現 ノ・レル此 ノ現象 ガ 結核菌 二 封

スル免疫力 ノ樫 見二封 シテ如何 ナ ル役 目テ演 ズ

ル カテ論 ぜ ントスルニ ・、、素 ヨリ諸 方面 カ ラ考

究 サルベ キノ・言 フマ デモナ イ。余ノ・弦 二之 子網

状織 内被 細胞 系統 ノ角度 カラ観察 セ ント ㌦ルモ
ー一"'

ノ ア ア ルo

余 ハ襲 二「ツ・ア レルギー」ノ襲現 ト網月犬織 内被

細胞 系統 トノ間 ニノ・密接 ナル關係 アル コ トラ立

澄 シタガ、本報告 二於 テノ・更 二該細胞 系統 ガ結

核免疫 二封 シテ如何 ナル關係 テ有 スルカ テ究明

セ ントスル ト共 二、コッホ氏現象 二關 スルニ、三

ノ知 見 テモ併 セ述 ベ ン ト思 フ ノデ アル。

網状織 内被 細胞 系統 バー般的傳染性疾患 二於 テ

ハ感染防禦 二關 スル機能的輩位 トシテ其意義 ハ

明白 二認 メ ラテヰル所 デ アル ノ∫、結核 二於 テノ・

「ア レルギー」ト冤疫 トノ複雑 ナ閑係 がアル ノ ミ

ナ ラズ、之 二生菌免疫 二依 ル不 明 ノ免疫機轄 モ

考ヘ ラレル コ トデ ァルカラ シテ、 …般 的傳染 性

疾患 ノ知 見 斗無條件 二此腱 二適慮 セ シム ルコ ト

ハ許 サ レナ ィ。網 状織 内被 細胞系続 ト結核免疫
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トノ關係 ハ實験的研究 ニ ヨツテー鷹吟味 サ レル

必要 ガ アル ノデアル。

文献 ラ繕 クニNaistatundSlapobersky(1927)(1〕

ノ・「モルモット」ノ網 歌織 内被 細胞系統 テ墳 塞 ス

レバ結核感 染 ノ増悪 テ來 ス ト云 ヒ、Nasta(2)

(1928)ノ ・人型結核 菌 ニテノ・殆 ン ド感 受性 ノナ ィ

家 兎 ガ墨汁 ラ以 テ該細胞系 テ填塞 ス レバ肺臓 二

可 ナ リノ病 攣 テ示 ス ト述 べ、SeininundPeisa-

choriCk:s)(1930)ノ 、實駒結核 「モルモット」テ「トリ

バ ン」青 デ該細胞 系 テ墳 塞 ス レバ生存期 間 ガ短

縮 サ レル ト論 ジ、Keresztes(4)(1932)ノ 、實験結 核

二於 テ試験動物 ノ該細胞 系 ノ機能 テ「コ ラルゴ

ー ル」テ用 ヰテ攣 調 セ シムルニ
、5%溶 液 テ以 テ

ス レバ病攣 ノ}曾進 ラ招致 スルガ、1%溶 液 テ以

テ スレバ却 ツテ罹患卒 テ低下 セ シメル ト謂 ヒ、

Fortunato('5)(19ε3)モ 該 細胞 系填塞後 二 結核感

染 ヲ行 ヘバ生存期 間・龍重減少 ・最高膿 温等 テ標

準 トシテ観察 スルニー般 二痢勢 ノ壇悪 スル コ ト

ラ認 メテ居 ル。

然 シナガ ラ、他方、網状織 内被細胞 系統 ト實験

結核 トノ關係 ノ研究 二於 テTrizzino〔6)(1927>ノ ・

環塞家兎 一テノ・封 照家兎 二比 シテ肺臓 拉 二肝臓

二於 ケル結節形成 ガ却 ツテ少 ナ イ ト報 ジ、Paraf

(7)(1930)ノ・感染 「モル モ.・7ト」二於 テ、全鰹過 中

屡 ヒ墨汁 テ注 入 シテ填塞 テ施 シテモ疾 病 ノ檜 悪

テ認 メズニ反 ツテ生存期 間 ノ延長 サ レルモ ノサ

ヘ アル ト云 ヒ、Platonov(8}(1933)及 ビLuzzatto

undFegiz(9)(1934)ノ ・共 二結核感染 二封 シテ填

塞 ガ特別 ノ影響 テ及 ボサ ナイ ト述 べ テ居ル。

要 之、結 核 ノ感染 二封 シテノ・、網状織 内被細胞

系統 テ墳 塞 ス レバ疾病 ノ増悪 ラ 來 ス ト云 フ者

ト、特 別 ノ影響 ナ シト論 ズル者 トガァル課 デ ァ

ルガ、 コ レノ・填 塞方法 ・感染 時期 ・感染菌量等 ノ

差異 二因ル モ ノデ アラウ。諸家 ノ報告 ノ中 ニノ・、

結核菌 ノ大 量 ラ耳静脈 ヨ リ注 入 シテ感染 テ行 ツ

テヰル實験 モ見 ラレルガ、是等 ノ、疾病 テ急劇 二

進行 セ シメ微 細 ナル経 過 テ見逃 ス惧 ガ アル ノ ミ

ナ ラズ、全個龍 ノ抵抗 力 ラ減退 シタル タメカ、

該細胞 系 ノ填塞 ソレ自身 二因 ルモ ノカ、 實験 結

果 ノ由 ツ才來 ル トコロ ノ判 定 二迷 ノ・ザル テ得 ナ

イコ トガアル。網状織 内被 細胞 ノ墳塞 ノ方 法 ト

判断 二就 テモ爾研 究 ノ絵 地 ガ認 メラ レル ノデ ア

ノレo

然 シナガ ラ、以 上敷 氏 ノ實験 二於 テノ・総 テ結核

ノ初感染 二封 スル網邦犬織 内被 細胞 系統 ノ機能 テ

論 ジテヰルニ過 ギナ ィ。結核 免疫 ト網男犬織 内被

細胞 系統 トノ關係 テ究 明 セルモ ノノ・、唯余 ガ實

験 中 二登表 サ レタルWeitand(10・(1936)ノ 報 告 ノ

ー篇 テ見ル ノ ミデアル
。Weilandノ ・1/2。()りりmg

ノ弱 毒結核菌 テ「モルモット」ノ皮 下 二 接種 シタ

ル後 、強毒結核菌 ノ心臓 内注射 ニ ョ'ソテ再感染

テ行 ヒ、該 細胞系統墳 塞 ノ場合 テ追究 シテヰル。

但 シ、余 ノ實験 二於 ケル ガ如 クBCG免 疫 動物

ノ再感染 二及 ボ ス網状織 内被 細胞 機能填塞及充

進 ノ影響 テ實験 シタル モ ノノ・、吾人 ノ知 レル限

リニ於 テノ・今 日マデ全 然之 テ見 ナ{ノ デアル。

爾、本實験 テ行 フニ當 ツテノ・、病理解剖學的検

査 テ行 フ傍 ラ、 コ ッホ氏現象 ト網状織 内被細胞

系統 トノ關係 テモ観察 シ、特 二「ツベル クリン」

テ反復注 入サ レテanergisch乃 至hypoergisch

一 ナ ツ タ局所 二於 テ同現象 ガ如何 二畿現 スルカ

ラ研 究 スル機會 テ得 タノデ アル。

コvガ 爲 一BCGテ 以 テ免疫 セル家兎 二就 テ墨

汁填 塞 テ行 ヒテ網 月犬織 内被細胞 系統 二影響 ヲ與

ヘ テBCGニ ヨル免疫 力 二如何 ナル影響 テ與 ヘ

ルカテ主 トシ、更 二脾臓摘 出 テ行 ツ タ場合 テモ

併 セ行 フ コ トニ ョツテ以 上 ノ目的 ラ達 セ ントシ

タ。

第二章 實験材料

(1)供 試 動物 、罷重20009内 外 ノ雌 白色家 兎。

(2)免 疫 菌、 當教 室保 存 ノBCG。

(3)再 感染菌、牛型1株 結核菌。

(4)網1伏織 内被細胞系統機能 ラ攣調セシムルニ
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ノ'、 墨汁法及 ビ脾摘 出法 テ 試 ミタ。(方 法詳細 ノ・第一報 蓼照1

第三章 實駿成績

第一節 網状織内被細胞系統機能填塞 ヲ行 ヒタノレ場合

第一項 コ ツホ氏現象

家 兎14頭 二BCG10mgラ 皮 下接 種 シテ、第

21日 ニ シテ「ツ」反慮 陽性 二轄化 シタル コ トテ確

メ タル後 、 コレテ7頭 宛2群 二分 チ、第1群 ニ

ノ・1%墨 汁液1日 量10αGテ12日 間 連績注入 シ

テ網 状織 内被細胞 系統機能填塞 テ行 ヒ、第2群

一ノ・BCG接 種 後何等庭置 テ加 ヘズ
、此 ノ雨群

二「ツベル クリン」テ 同一 局所 二 反復 注入 シテ

LokaleAnergieテ 來 シタル箇所 ト他 ノ封比箇

所 トノ2ケ 所 二 各 々牛型1株 結核 菌0.1mg宛

テ皮 内接種 テナ シテ(BCG接 種後 第61日 目)再

感染 テ行 ヒ、(1)「 ツベル クリン」反復反磨 ノ結

果 二因ル局所的 「アネルギー」ノ箇所 ト他 ノ封比

側 ノ筒所 トノ三⊥ 杢氏現 象 ノ登現 状態 ヲ 比較

シ、(2)網 状 織 内被 細胞 系統機能填塞 ガ コ ッ.ホ

氏現象 一及 ボス影 響 ノ如何 テ知 ラ ン トシ、再感

染後7日 間ハ毎 日、爾後4日 乃至7R目 毎 二感

染局所 ノ攣 化 ラ親察 シタ。

尚、封照群 トシテ健康 ナル7頭 ノ家 兎テ同一 ノ

方法 デ感染 セ シメタ。

實験 ノ結果 ノ・第1表 二示 ス様 二、個 禮 二因 ル多

少 ノ差異 ハ アルガ、大禮次 ノ事實 ガ認 ノラ レル。

(1)「 ツ」反復反磨 ニ ヨツテ「ツベル ク リン・アレ

ルギー」ノ状態 ニナッタ 局所 二於 テハ 各群 トモ

ソ ノ封比側 ノ局所 二比 シテ コ,ホ 氏現 象 ノ登現

ガ輕微 デアル。

(2)然 シ、BCG免 疫 後網 月犬織 内被細胞機能填

塞群(第1群}トBCG免 疫 群(第2群)ト ノ間 ニ

テハ再感染 ニヨル局所反慮 二差異 ガ認 メラレナ

イ。但 シ第1群 及 ビ第2群 ト封照群 トノ間 ニハ

早期反癒 二於 テモ明 カニ差 異 テ認 メ、56日 頃 二

至 レバ第1・ 第2群 二於 テハ 治癒 二 傾 ケル モ ノ

ラ認 ムルガ封 照群 二於 テノ・カ ・ル事實 ハナ ィ。

而 シテ70日 頃 二至 レバ更 ニコ ノ傾 向ハ 著 明 ト

ナルe即 チコノ時期 一=於テハ、第1・ 第2群 ニ テ

ノ・局 所 二痕跡 テ認 ムル ニ過 ギナイモ ノガ多 イ ノ

ー反 シ、封照群 二於 テノ・術感染 局所 ニノ・依然 ト

シテ潰瘍 が存 スル ノデ アル。

爾、龍 重 二就 テ各群 テ通寛 スル ニ第1群 ト第2

群 トノ・再感 染後 モ漸次膣重 ノ増加 テ來 シテヰル

ガ、封照群 ニテノ・感染 後暫 時ノ・艦 重 ノ減 少 ラ示

シテヰル。 で第2表 ニノ・李均艦重 ノ値 テ 圖示 ス

ル♪

第二項 剖検 所見

コノ實験群 テ再感染後150日 前 後 二剖検 シタ成

績 ノ・第3表 二示 ス通 リデアル。

淋 巴腺 ノ攣 化ノ・、此 ノ表 デノ・腫脹度 ト乾酪化 ノ

程度 トテ示 シテヰルガ、各群 ノ間 二大 ナル差 ガ

ナィ。但 シ封照群 二於 テハ乾酪化 ノ傾 向 ガ梢 ≧

強 イコ トガ認 メ ラ レル。

内臓 ノ結核性攣化 ノ・、全般的 二封照群 二最 モ強

ク、BCG免 疫 後墳塞群(第1群)トBCG免 疫

群(第2群)ト ノ・齊 シク病攣輕度 デ アツテ雨群 ノ

間 ニノ・明 白ナ差異ノ・認 メラレナ ィ。即 チ内臓個

々 ノ所見 テ述 ブ レバ、

肺臓 二於 ケル病攣 ガ、此 ノ實験 ノ結果3群 間 二

肉眼的拉 二顯微鏡 的 二最 モ著 明ナ攣 化 ノ差 テ示

シタ。即 チ、肉眼的所 見 トシテ
、第1群 及 ビ第

2群 二 ・・結 節 ノ認 メ ラルル モ ノモ其 婁堪 ダ紗 ク

且 ツ大 サモ小 サ イガ、封 照群 ニテノ・全般的 二結

節形成 ガ著 シ久 就 中143號 ・141號 ノ家 兎 デノ・

著 シク肥大 シタ肺臓 ガ室氣 ノ含有 量 テ減 ジ、硬

度甚 グ シク檜加 シテ居ル(別 表寡眞蓼照)。 顯 微

鏡 的検査 ノ結果 二於 テモ病攣 ノ輕重 ガ肉眼的攣

化 ト略 ≧一致 シテ居ル。封 照群 ニハ顯 微鏡的 二

謹明 サ レル結節 ノ藪 ガ可 ナ リ多 ク時 二癒合 シテ

大 キナ結節 ラ形成 シテヰ ・レノガ見 ラ レ・し。病憂

最 モ著明 ナ家 兎143號 及 ビ141號 デ ・・肺臓 ノ組
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第 1 表
暉

菟疫時
膣 重

感染時
髄 重

「

感 染 時 「ツ」反 旛(
cm) 免疫 感染 殺或 一 一 一一 　 ,四 一 一

期間 期間 ハ死

9

で

一一 山一動物番號
24時148時

[

・日司2鴫3日 目

B

C

G

免

疫

後

墨

汁

填

塞

群

}
　

158181512300

15920202570

16116201930

16219852130

16619302470

　 　

(士.1(士,

一!…
1?羊1'61(± ■

に 王 ∴J"1±JLdl
d

Ii .lkl.4ilO×1.1

(+)(+)

1.5x1.81.1×1.1

(十 ノ6士,1

2.Ox2.12.0×2.1

(+)(十)

`士.三1

0∵6×0.70.65～o.'71

(十)(± 、

(士)(一)

i:圏 ・・9( 一)'

(士 ノ(一)

6・日15・日 殺1;黙::1£=1:;ll讐

0.7×0.80.7×0.70.7×0.8

"噛 鴨 ド

o.忌 沁60.茄161.3図1.4
1

}一 一 一}「 一 一}一}-

0.17×0.70.6×0.70,8×0,9・

・""ドi
.1× 、.1、.61'、1。 士 ・×・.2

-一一 一

〇.6xOお0.5xO.60.7xO.ラ

"阜"

09xO。91.1×1.11.,'k'ili5

-『 　 …6

.6×0.60.6x516姦7× 姦8

,.ら,輸

1.0×'工21.OxL112池'3

10
.8×0.80.7×0.70.8xO.9

167 1750 2020
0ゆ又 ゴ2

(+)

0.7xO.8

(十)

,, , 99 「,P,o曾

0.8×1.0

.曾,7ρ9,7響

0.8xO.9 1.1×1.3

-一　 -暫一 一　

1士)(一) 1 0.8xO.9 0.17xO.8 0.7×0.9

170 1790 2150 i噂'iら' ,,

(±)(±) 1 0.9xO.9 1.Ox1.1 1.4x1.6

(士 ノ レ ー一)

1
0.6×0.70.7×0,7

10
.9×0.9

175 2205 2650
ゴ5又1.6

(什)

i.4×1.5

(++)

,, ,■ ,,

1.0×1.2

●一曹go・r-

1.2×1.3 1.6x1.7
一 一 一'心 冒 一 一 胃

一一'一 『 一 一 一一 馳 一 一}一 一 一 一}一

0.8×0.9
(士 》 0.6xO.7 0.4×0.5 0,6×0.7
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第二節 網状織内被細胞

系統 ヲ刺戟 シタノン場合

第 一項 コッホ氏現象

家 兎16頭 二BCG10mgテ 皮 下接 種 シ、

免疫塵置後30日 ニ シテ 「ツ」反慮 陽性 ニ
ロ

轄化 シタル コ トテ確 メタ後、 コ レラ2群

∴分 チ、第1群(9頭)ニ ハ1%墨 汁液5

c.c.テ1日 量 トシ2日 間注 入 シテ網H犬織 内

被細胞 系統機能 ノ充進 テ圖 リ、第2群(7

頭)一一ノ・BCG発 疫 ノ他 二何 等虎 置 テ施

サズ、更 二正常家 兎6頭 ラ封照 トシテ加

へ、是等3群 二「ツベル クリン」テ同一局

所 二反復注 入 シタ筒所 トソノ封比局所 ト

ノ2箇 所 二各 々牛型1株 結核 菌3mg宛

(1頭 二合 計6mgト ナ ル)テ 皮下接種 シ

テ(免 疫後69日 目)再 感染 ■ 行 ヒ、(1)

「ツベル クリン」反復反鷹 ニ ヨツテhypo-

ergisch乃 至anergischニ ナ ツ タ筒所

ト他 ノ封 比側 トノコ ソホ氏現 象 ノ蕨現状

態 テ比 較 シ、(2ノ 網状織 内被細胞 系機能

充進 ガ コッホ氏現 象 二及 ボス影響 ノ如何

:}知 ラン トシ
、再感染後7日 間 ノ、毎 日、

爾後 ノ・4日 乃至7H間 毎 二感染注 射局所

ノ攣 化 テ観察 シタ。

實験 ノ結果 ノ・第4表 二之 テ示 スガ、個膿

二因 ル多少 ノ差異 ガアルー シテモ
、大罷

次 ノヤ ウナ事實 ガ認 ノ ラレル。

(1)「 ツベ ル クリ ン」反復 反鷹 二因 リ「ツ」

反磨低下 ラ來 シテヰル局所 ニテハ、 ソノ

封比側 ノ局所 二比 シ、 コッホ氏現象 ノ磯

現輕微 デアル ガ、 各群 二就 イテ之 ラ観 察
'

スル トキノ＼

(イ)該 細胞 機能 充進 セル群(第1群)二 於

テハ、 「ツ」反復 反慮 ノ局所 ガ他 ノ封 比側

一比 シ、(a)早 期 ニノ・却 ツテ著 明 ニ コ,

ホ氏現 象 ガ出現 スル。(b)然 シナガ ラ1

週 間 目頃 二至 ル ト雨局所 間 二格 別 ノ差異

ガ認 メ ラレナ イ。(C)更 二後 ニノ、感染局
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所 ノ病攣 ガ「ツJ反 復注 入 ヒル局所 二於 テノ・疾 二

輕快 二傾 ク。

(ロノBCG見 疫 群(第2群/二 於 テハ、 「ツ」反復

反鷹 ノ局所 が他 ノ封比側 二比 シ、 コ,ホ 氏現 象

ノ疲現輕微 デアル。

(ノリ封照群 二於 テノ・、 「ツ」テ同一場所 二反復注

人 セル局所 トソノ封比局所 トノ感染 局所 ニハ差

異 一チ認 メナィ。

(ニノ第1群 ト第2群 トノ間 ニテノ・、 コッホ氏現

象 ノ獲∫1こガ略 く同様 デ アル。

爾、禮重 二就 テ各群 テ通覧 スルニ封照群 ノミガ

感染後10週 以後 二於 テ龍重 ノ減 少 斗來 シテヰ

ルr第5表 ノ。

第二項 剖検 所見

上述 ノ3群 テ再感染後 第95日 目 二 剖検 シタノし

成績 ノ・第6表 二示 ス通 リデアル。

淋 巴腺 ノ礎化 一 於 テノ・、BCG免 疫 後墨汁少量

注 入群 トBCG免 疫 群 トノ・共 二封照群 二比 シテ

梢 ミ輕度 デ アル ガ、 ソノ差異 ノ・著明 デ アル トノ・

云 ノ・レナィ。唯封照群 二乾酪化 ノ傾 向 ガ強 イ コ

トガ認 メラ レル ノデァル。

内臓 ノ結核性攣 化 二於 テノ・、肉眼 的 ニモ組織學

的 ニモ封照群 二最 モ 強 ク現 ハ レ、BCG冤 疫 群

2500

第5表(燈 重)

2400/

/、 .23,Cfi

蕪
耽土二」
埜羅 齢ll鞭
(1)BCG免 疫 後墨汁少量ll三入群

(2)BCG免 疫群

(3)一 ・一・-i封 照群

トBCG発 疫 後墨汁少量注 入群 トノ・共 二甚 ダ輕

度 ナルモ ノデ アツテ、 コ ノ雨者 ノ間 ニハ明 白ナ

差異 ガ認 メ ラレナ ィ。木實験 ニテノ・肺臓 ノ病攣

ノ差 ガ最 モ著明 デ アツテ、 内臓個 々 ノ所見 ノ・前

節 ノ實験 ト全般的 二等 シイ.

即 チ、剖検 ノ結果 カラ云 ヘ バ、BCG冤 疫 家 兎

ガ墨汁少量注 入 ニ ョツテ網 状織 内被細胞 系機能

テ充進 セ シメ ラレテモ結核免 疫性 一ノ・大 ナ,・影

響 ノ、與 ヘ ラレナ イモ ノト思 ノ、レル。

第 三節 脾臓摘 出 ヲ施 シ タル場合

脾臓 ガ網 封犬織 内被細胞 系統 ノ ミニヨ リテ構成 セ

ラルルモ ノデノ・ナ クシテ、他 ノ組織細胞 テモ所

有 スル事 ・・明 カデアルガ、網状織 内被細胞系統

一」屡 スル ヒ要 ナル臓器 デアル コ トノ・疑 フノ飴地

ナ キ事實 デ アル。 コノ脾臓 ガ結核感染 二及 ボ ス

影響 テ追究 シタル者 二次 ノ諸氏 ガ アル.皇 肝 、

MurphyandEillis11)(1914)ノ ・鼠 テ供試動物 ト

ナ シ、Subin(12)(1932)ノ ・家 兎 テ用 ヒ、Marmors-

ton(13)(1937)・・鼠 テ使用 シテ摘 脾 ス レバ結 核性

罹 患甚 グ シイ ト述 一・テヰル ガ、 一 方F。 。む1・・

(1923)・・家 兎テ用 ヒ、Fabris肪 ・(1934)モ家 兎 テ供

試 シテ脾臓 テ摘 出 シテモ結核感染 二封 シテ影響

テ及 ボサナfト 謂 ツテ居 ル。 更 二辻川(lb)(1928)

ノ・反 ツテ脾臓摘 出 シタ「モルモ
,ト 」ガ結核 性病

攣 ノ・輕 度 デ アル ト云 ヒ、渡邊(17)(1930)ノ・別 脾後

菌接種 マデ ノ間隔短 カケ レバ結核 二罹患 スル コ
　

トガ強 イガ、長時 日後 ニノ・然 ラズ ト論 ジテ居 ル
。

現 在、石 田・川 口(1938)ノ ・本 問題 二就 イテ「モル

モ,ト 」及 ビ家兎 テ用 ヒ這般 ノ消 息 テ 究明7ヘベ

ク實験 テ試 ミ子ヰル が、從來、結核冤疫性 ト脾

臓 トノ關係 テ論究 シタル モ ノノ・Weilandi・ ノ報

告以外 一ノ・全然之 テ見ナ ィ ノデ アル。

本實験 ニ テハ、BCG免 疫 家 兎 二脾臓摘 出=f施

シ、「ツベ ル クリ⊃・・'しルギー」ノ磯現 ラ追究 シ

タル後(第 一報参照)、 免疫庭 置後111朋 即 チ

摘 脾後66H目 二 牛型1株 結 核菌1mgテ 皮 下
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二接 種 シテ再感染 テ行 ツテ、150日 目 一;・一剖検 シ

タモ ノテ アル。

實験 ノ成 績 ハ、第7表 二と テ示 スヤ ウニ、封照

群 二於 テノ・、肺臓 ノミナラズ、腎臓 ・脾臓 ニモ著

シイ攣化 ヲ認 メタガ、BCG免 疫 後摘脾群 二於

テハ、6頭 中3頭 ノ・肺臓 二肉眼的 二結節 テ認 メ

ズ、 爾絵 ノ3頭 ニテハ肺及 ビ腎臓 二結節 ラ或程

度 二認 メルガ封照群 二比 スル ト病攣 ガ著 明 二輕

度 デ アル。BCG免 疫 群 ノ結核 性病攣 ノ・BCG

免 疫後摘 脾 セル群 ト殆 ド差異 ナキ}伏態 デアル。

近接 淋巴腺 ノ攣 化 一テノ・各群 二明確 ナル差異 ノ・

認 メ ラレナ ィ。 即 チ、本實験 二依 ツテへ 脾臓

摘 出 シテモ結核免疫性 二攣調 与來 サナ カツタコ

トテi識ル ノデアル。

然 シ、本實験 二於 テノ・摘 脾後66日 目 ノ長時 日ラ

縄 テカ ラ再感 染 テ行 ツテヰル ノデ、別脾後、脾

第7

臓 ノ脱落現 象 ガ 既 二肝臓 ・骨髄 等 ノ網状織 内被

細胞系 ノ臓器 デ代償 サtZテ ヰル(Schmidtund

Lepehne(18)・ 西 川"`i')及ビ 高木 ・1青野20)・宇 野⑳等)

時 期 デアツタカモ知 レヌ カラ シテ、 本實験 成績

ノミテ以 テ脾臓 ノ結 核免疫 性 二封 スル意 義 ノ全

貌 ガ即断 サ レル コ トラ期 待 シテノ、ヰナ ィガ、第

一 ・第二節 ノ網 状織 内被細胞機能填 塞拉 二 充進

セル場合 ノ實験 ト本實瞼 成績 トテ併 セ考 フル ト

キ、網状織 内被 細胞 系 ノー圭要臓器 タル脾臓 ガ

結核免疫性 二及 ボ ス影響 ノ・意外 二砂 イモ ノト惟

ノ、1/ノ レ む

要之、 本問題 二就 イテモ未 ダ考究 スベ キ貼 ガ残

サ レテ ヰルガ、 本實験 ノ結果 カラ槻 レバ、BCG

見疫 動物 二摘 脾 ラ試 ミテモ、一定期間経過 後再

感染 スレバ何 等結 核免疫 性 ノ攣調 ラ來 サナイ ト

イフ事實 テ明 カニ知 リ得 ル ノデアル。

表

再生

感存
染日

後倣
一

艦 重(9「)1磁 染時「ツ」鷹

}¢m)

内 臓 近
接
淋
巴
腺

群

}
・ 家
l

I兎

番

號

再
感
染
時一-一 一

2080

検

時_
2500

剖1壇

(1

越1
一"

(+)420

肺,臓 肝

臓

一

脾!腎 臓
}

L-一_一___

24時48時 右 睡 臓
}一}9-一 一

右

千髄…

左
一十二一 ρ

B後
C摘
G
免脾
疫群

851150 lL8×1
.8 1.8×2.2 帯 十十「 … ++酪

83 2400 2830 (+)370 2。0×2.0 2.2×2.7 十十 粁 一 十 十 柵酪

87 112於 1900 1870 (一)30 1.0×2.0

一

1.7×2.0 十 十

.十

一 一 十 十

44
i

173011840(+)110 1.3×1.8 1.5×1.8
一

一一{1一

i一
一

一一

一

一 十十酪

52 187012590 (+)720 1.1×1.2 1・0×1・OL 1-「 一
一 什

82
i
I 212012320(+)200 (+) (±)i_に!_1 1一 一 十

B免

C疫

G群

88 128菅 1800 1500 (一)300 1.6×1.71.2x1.2 什 卦 一 十1十 十 十十酪

59 12275 1990 (一)285 1.5x2.0 1.6×2.2 十 十 一
1
一 十 十 柵酪

58

89

12320 2750 (+)43011.5×1.5 1.2×1.2 十 十
1-

1一

一 一 +酒各

11900 2430 (+)53011.5x1.5 1.5×1,5 一_ 1 一1一 _1_ 什

封

照

群

1511
1
1865 1800 (一)651 (一)

1(一) 柵}柵1+[+ 帯1帯 珊酪
150 1985 1860 (一一)125

'(
一)

(一) 冊 冊 ,+} 十 十十 骨 什酪
152 120涛 2520 2290 (一)230 (一) (一 、 柵 冊 一 十 什 甘 柵酪
99 1700 2300 (十)600

}

:一) (一) 柵1柵 一 1++[+ 什 柵酪[
菅印 ハ弊 死 セル モ ノ 「ツ

」反 鷹 ノ判 定 ・・第 一一報 二準 ズ

第四章 総括及ビ考按

結 核 二於 テ「ア レルギー」ガ免疫性 ト如何 ナル關

係 ニ アルカ ト云 フコ ト・・、 コ ッ・ホ氏現象 ノ免疫

學 的意義、即 チ「ア レルギー」性 炎症 自艦 二抗結

る

核 性 発 疫 作 用 ノ ア ル コ ト ガR6mer(22吸 ビ 且am。

burger(23)等 二 依 ツ テ 明 カ ニ セ ラ レテ ヨ リ以 來b

Krausel2i,,Willise5,Lewandowsky(26',Kall6s
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u.Kallos-Deffener」 η等 ノ・之 二 賛 ス ル 詳 細 ナ ル

實 験 及 ビ意 見 ノ登 表 テ ナ シ、「ツ ・ア レル ギ ー 」 ト

発 疫 ト ノント行 性 テ認 メ テ ヰ ル。

然 ル ニ ー 方 二於 テ ・・Selter2・R・,Boquet29・.Cal-

mette:互",Br.Lange(31),BranchandCuff(32ノ 、

BranchandEnders'i:i・sl,戸 田 教 授(34J、今 村 教 授135'

及 貴 島 、Friedenwald(3し,Pagel(37>等 ノ・結 核 二於

ケ ル 「ア レ ル ギ ー 」 ト冤 疫 トハ 必 ズ シ モ不 帥 不 離

ノ モ ノ デ ノ・ナ イ ト唱 フ ル 學 者 モi妙 ク ナ ィ 。

コ ノ正 反 封 ノ 雨 見 解 ノ正 否 斗明 カ ニ 人 ル タ メ ニ

ノ・、 戸 田 教 授 幽 ガ提 唱 サ レ テ 居 ラ レル ヤ ウ ニ 、

(1ノ 「ア レ ル ギ ー 」性 炎 症 ソ レ 自艦 二結 核 菌 二封

ス ル 殺 菌 性 或 ノ・登 育 阻 止 作 用 叉 ノ・龍 内 播 布 阻 止

作 用 ノ機 構 ガ ア ル カ否 力、

('2)「 ア レル ギ ー 」 ト免 疫 性 ト ノ間 ニ ノ・規 則 的 不

行 性 ガ存 ノ、ル カ否 力、

ト云 フ疑 問 ラ 解 カ ネ バ ナ ラ ナ イ。

戸 田 教 授 ㈹ ノ・第 一一 ノ疑 問 二 封 シテ 、 コ,ホ 氏 現

象 テ 招 來 ス ル ニ充 分 ナ ル 菌 量 ラ 以 テ 再 感 染 テ行

フ 場 合 ニ ノ・炎 症 ガ起 ル ガ 、 ソ ノ場 合 ニ ノ・炎 症 自

罷 デ爲 シ得 ル ダ ヶ ノ抗 菌 的 作 用 テ螢 ム モ ノ デ ア

ツ テ 、 ソ ノ作 用 ノ・結 核 免 疫 ノ他 ノ因 子 ノ有 人ル

ソ レ ラ 凌 駕 ス ル モ ノ デ ノ・ナ イ ト述 べ テ 居 ラ レ

ノレo

以 上 ノ理 由 一 ヨリ、 コ ッホ氏現象 ノ出現 如何 ノ

観察 ヵ ラ直 チニ網状織 内被細胞 系機能 ノ攣 調 ガ

BCG見 疫 性 一一及 ボス影響 ノ峯幾構 テ究明 シ、又ノ・

「ツベ ル クリン」反復注 入 ニヨツテAnergie乃

至Hypoergieテ 結 果 サ レタ 局所 ト正 常 ナル

「ツ」反慮 テ示 ス封 比局所 トニ於 〃ル コッホ氏現

象 ノ獲現状態 ヲ比較考察 シテ局所 冤疫 性 ト全身

免 疫性 ト ノ相閑性 乃至不關性 テ断定 スル コ トハ

困難 デアル トシテモ、唯本實験 二於 テ興味 アル

コ トハ、 「ツベ,しク リン」テ反復注 入 シテ局所性

「アi'ノtギ ー -3來 シタ箇所 ニテハ コ.tホ 氏現象

ノ叢現微弱 デ アツ タコ トト、糊 犬織 内被細胞系

機能 テ愛調 シテモコ,ホ 氏現象 ノ蕨現 ニノ・特別

ノ影響 ガ與 ヘ ラレナ カツタ 図 フ事 實 デ アル。

吹 二第ニ ノ疑 問二封 シテ本實験 ノ成績 テ考察 ス

ルニ、「ツベル ク リン・ア レル ギー」ノ磯現 ガ極 メ

テ弱 イカ又ノ・「アネルギー」ノ歌態 ニアル墨汁‡眞

塞群 ト「ツ」反慮 ノ充進 テ來 セル墨 汁少量注 入群

ト正常 ノ「ツ」反慮 ラ呈 スルBCG免 疫 群 トニ ソ

レゾ レ牛型結核菌 ノ再感染 テ試 ミタ ノデアル

ガ、剖検 ノ結,果 ノ・3群 間 ノ内臓所 見 二差異 ガ見

ラ レナ ィ、 即 チ、「ツ・アレルギー」ノ強度 ト内臓

病攣 ノ強度 トノ・雨者相 蛇行 シナ カツタ コ トテ ア

ル。 本實験成績 子以 テ直 チニ「ア レルギー」ト免

疫 性 トノ間 ニノ・ZF行性 ガ無 イ ト断定 シ得 ナ イコ

第8表 病攣圖示
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トノ・、(1)KrauseandWillis(38)等 ガ云 ツテテ

ル ヤウニ、潜伏 「アレルギー」デアルナ ラバ再感

染 二際 シテ敏活 二菖 二復 スルノデノ、ナ イカ トイ

フコ ト(2)更 二網状織 内被 細胞系統 モ墨 汁注 入

後 時 日 ノ経過 ト共 二機能 テ漸次恢 復 シ得 ル事實

(清野鋤 ソノ他 》等 カラモ考慮 サルベ キデアル。

一 力'
、 個 々 ノ動物 二就 テ観察 スルニ、 「ツ・アレ

ルギー」ノ極 メテ弱 イカ或 ノ・全然出現 シテヰナ

イ動物 二於 テモ「ツ」反慮陽性動物 二比 シテ結核

性愛化 ノ極 メテ微弱 ナルモ ノテ認 メテヰル ノデ

アツテ(第3表 及 ビ第6表)、 個罷 ノ免疫性 ノ・必

ズ シモ「ア レル ギー」ト車行 セザル コ トテ本實験

二於 テモ示 シテヰル。

本實験 ノ目的 ノ・緒 論 二於 テ述 ベ タヤウニ結核免

疫 ト網状織 内被細胞 トノ關係 テ観察 シヤ ウ トス

ル モ ノ デ ア ル。 文 献 テ経 ク ーNasistatund

Slapobersky山,Nasta(2〕,SeininundPeisac-

horic〔3),Keresztes(4),Fortunato(5)等 二 依 レ バ

網 状 織 内 被 細 胞 系 統 機 能 テ 封 塞 ス レ バ 甚 ダ シ ク

結 核 感 染 二 悪 影 響 テ及 ボ ス ト云 ヒ、 之 二 反 シ テ

Trizzino{t;),Paraf{7ノ,Platonov(・9),Luzzatto

undFegiz(9)等 ノ・影 響 ナ シ ト論 ジ テ ヰ ル ザ、 是

等 ノ敦 レ モ結 核 見 疫 ノ本 態 一 マ デ 言 及 シ テ ヰ ナ

イ ノハ 遺 憾 二 思 ノ、レ ル 。 本 實 験 ニ テ最 モ興 味 ア

ル コ トノ・、BCG免 疫 家 兎 ノ 網H犬 織 内 被 細 胞 系

統 機 能 填 塞 又 ハ 充 進 ノ何 レ ノ場 合 二 於 テ モ 、 依

然 ト シ テ抵 抗 力 ノ意 味 二 於 ケ ル 兎 疫 性 二積 極 的

乃 至 ノ・消 極 的 ノ影 響 テ及 ボ シ得 ナ す事 實 テ知 リ

得 タ コ ト デ ア ル 。(第8・ 第9表 圖 示)

第五章 結 論

(1)BCG免 疫 家兎 テ墨汁法 ニヨツテ網,H犬織 内

被細胞 系統 ノ機能 テ墳 塞又 ノ・刺戟 スル モ、再感

染 二際 シ、 ゴッホ氏現 象 ノ登現 二差異 テ認 メナ

イ。

(2)「 ツベル クリン」テ同一 筑所 二反復注 入 シテ

途 二「ツベル クリン・ア レル ギー」 トナ リタル 局

所 ニテノ・,コ,ホ 氏現象 ノ登 現 ガ明 カニ微弱 デ

ア ル 。

但 シ、該細胞 系 テ刺戟 セル群 ノ「ツ〈ごル ク リン」

反 鷹反復局所 ノ・コヅホ氏現象 ガ其早期 二於 テ ノ

ミノ・却 ツテ強 ク出現 スル。

(3)BCG免 疫 家 兎 ノ網H犬織 内被細胞 系統 機能

テ刺戟 叉ノ・墳塞 シ、「ツベル クリン・ア レル ギー」

ノ登現 二高低 アル トキ再感染 テ行 フモ、結核免

疫性 ニノ、攣 調 テ來 サナ ィ。

欄筆 二臨 ミ、本研 究 テ通 ジテ御懇篤 ナル御指導

テ與 ヘ ラレ、且 ツ御校閲 ノ拶 テ辱 フセル恩 師戸

田教授 ト御鞭 腱激働 テ賜 ノ・リタル恩師 金子教授

二満腔 ノ謝意 テ棒 ゲルモ ノデアル
。

附 圖 説 明

實験 家 兎剖 検 時 肺臓 所 見 ヲ示 ス

第1圖(1)BCG10mg皮 下接 種 免 疫 家 兎 二、1%

墨 汁 液10c・α12同 注 入 後 、 牛 型 結 核 菌 ヲ 感 染 セ ル

群。 上 ヨ リ158、159、161、162、166、167號 ノ順 序

(2)BCG10mg皮 下接 種 免 髪 家 兎 二牛 型 結 核 菌 ヲ

感 染 セル群.上 ヨ リ181、176、179、183、175、177、182

號 ノ順 序

(3)封 照 トシテ非 免 疫 家 兎 二 牛 型 結 核 菌 ヲ 感 染 セ

ル群 ・上 ヨ リ143、141、140 、144、165、169、142號 ノ順

序

第2圖(1)BCGIOmg皮 下 接 種 免 疫 家 兎 二、1%

墨 汁5ac・2回 注 入 後 、牛 型 結 核 菌 ヲ感 染 セル 群 。 上

ヨリ193、190、196 、199、192、195、189、198、197號 ノ

順 序

(2)BCG10mg皮 下 接 種 免 疫 家 兎 二 牛 型 結 核 菌 ヲ

感染 セル群 。 上 ヨ リ214、222、213、215、220、225、226

號 ノ順 序

(3)封 照1・ シテ非 免 疫 家 兎 二 牛型 結 核 菌 ヲ 感 染 セ

ル群 。 上 ヨ リ232、234 、235、233、230、231號 ノ順 序

第3圖(1)BCG10mg皮 下 接 種免 疫 後 、 摘 脾 法 ヲ

行 ヒ シ家 兎 二、'卜 型結 核 菌 ヲ 感 染 セル 群.上 ヨ リ

85、83、87、44、52、82號 ノ順序

(2)BCG10mg皮 下 接 種 免疫 家 兎 二牛 型 結 核 菌 ヲ

感 染 セル 群。 上 ヨ リ88、59、58、89號 ノ順J};

(3)樹 照 ト シテ 非 免 イ妊家 兎 二'卜 型 結 核 菌 ヲ 感染 セ

ル群 。 上 ヨ リ151、150、152、99號 ノ順 序
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